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概要 
数理物質科学等技術室の技術職員が担当している

教育支援について報告する。応用理工学類における、
化学実験、物理学実験、応用理工学実験、専攻実験
について、事前の準備や実験装置の調整、技術指導、
実験後の後始末などを紹介する。自然系学類におい
ては学類 web ページの管理、学類説明会対応などの
学類全体にかかわる業務を担当している。それぞれ
の現状と全体的な今後の展望について述べる。 

 
キーワード：化学実験、物理学実験、応用理工学

実験、教育支援 

１．はじめに 
数理物質科学等技術室における技術職員の教育支

援について報告する。当技術室では従来、自然系と
工学系にわかれ、さらに自然系においては化学域、
物理学域、数学域、工学系においては物質工学域、
物理工学域にわかれている。技術職員はそれらの学
域内での業務を主として行っている。業務内容は、
教育支援、研究支援、安全衛生、夏休み自由研究お
助け隊のような社会貢献などである。教育支援すな
わち学類の実験・実習等については、各技術職員の
専門に近い分野にかかわっている。本報告では、各々
の技術職員がどのように教育支援にかかわっている
か、その現状について各々の学類における実験・実
習や広い意味での教育支援について述べた後、今後
の展望について述べる。 

２．応用理工学類における教育支援 

2.1  化学実験 
化学実験は応用理工学類の 1 年次学生を対象と

している基礎的な実験・実習の科目である。秋学期
に木曜班と金曜班でそれぞれ 46 名を定員としてい
る。対応している技術職員は各班に 1 名である。実
験・実習の時間は第 3 限( 12:15 )から第 6 限( 18:00 )
までである。実験・実習のテーマは下記の通り、第 1
回目のガイダンスのあと 12 回行っている。 
第 1 回目：ガイダンス、実験心得、危険物（消防法）
について、成績評価について、実験器具の整備 
第 2 回目：硫酸鉄(Ⅱ)アンモニウム(モール塩)の合
成と再結晶 
第 3 回目：モール塩の定性分析(組成の確認) 
第 4 回目：モール塩中の結晶水の定量(重量)分析 

第 5 回目：モール塩中の硫酸イオンの定量分析(沈
殿重量法) 
第 6 回目：モール塩中の鉄イオンの定量分析(キレ
ート滴定法) 
第 7 回目：モール塩中のアンモニウムイオンの定量
分析(イオン交換法) 
第 8 回目：鉄‐1,10‐フェナントロリン錯体の電子
スペクトル測定 
第 9 回目：中和滴定による酢酸の酸解離定数測定 
第 10 回目：メチルレッドの酸解離定数測定 
第 11 回目：パラニトロアニリンレッド(ナフトール
染料)の合成と染色 
第 12 回目：ポリアクリルアミド(高分子)合成 
第 13 回目：酸化還元滴定(過酸化水素の分解反応速
度の測定) 
以上の実験を通して化学に関する基礎と実験技術を
習得するプログラムになっている。この科目の特徴
は、消耗品の使用量が多いことである。特に試薬に
ついては、一回の実験で使用する種類が多いテーマ
もあり、 46 名が各々実験することから、その準備
と後始末だけでもかなりの仕事量になる。また、劇
物や危険物を使用することから、資格を有する技術
職員が必要となる。秋学期の科目であるが、春学期
からの準備と、第 5 回目のテーマについて前日まで
の準備、当日の様子、後始末について述べる。 
春学期には、その前年度の実験で生じた廃液など

前年度中に処理できなかったものの処理を行う。化
学実験の特徴の一つに使用する試薬の種類が多いこ
とは先に述べたが、その量の多さも特筆すべきであ
る。例えば、一つの実験テーマで排出される実験廃
液は 20 リットルのポリタンクで 2～4 本になる。
これを原点処理の原則に従って、化学実験室内で処
理している。処理の方法は、アルカリ処理を施して
鉄などを水酸化物として沈殿させ、ろ過する(写真 
1 )。ろ過速度が廃液処理の律速段階である。約 5 リ
ットルの廃液をろ過するのに一週間かかる。沈殿物
は一定期間保管し、処分を依頼する。ろ液は中和し
て無害化したのちに希釈放流する。この廃液処理は
一年を通して行われる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1. 廃液処理用バケツ(左)とろ過器(右) 

 
春学期中の準備として消耗品の使用予定量の概算

と、業者への見積もり依頼、発注、納品対応がある。
試薬のうち劇物、危険物については納品直後に受払
簿に記載する。このとき、試薬ビンごとに重量測定
を行い、ラベルを貼り重量を記載しておく。また、
試薬の種類ごとに購入した総重量を受払簿に記載す
る。試薬を使用した際にも、試薬ビンごとに重量測
定し前回測定値との差から使用量を算出し、受払簿
に記載する。 
 実験当日前までの準備として、蒸留水の製造を行
っておく。蒸留装置はバンステッド型(写真 2 )で 1 
時間当たりの蒸留水製造能力は 5 リットルである。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2. 耐震固定されたバンステッド蒸留水製造機 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
実験当日の午前中は、その日の実験に使用する試

薬、器具類を準備する。写真 3 に示したのは第 5
回目の硫酸イオンの定量分析で使用するものである。
トングス、るつぼマッフル、ガラス製洗瓶用パーツ
は受講者数分をそろえておく。分析天秤は 12 台ある
が、天秤内を清掃し、ゼロ点の較正をしておく。廃
液用ポリタンクは各部屋 1 個ずつ所定の場所に置
く。塩酸などの試薬類は各部屋 6 本ずつ用意してお
く。床の掃き掃除をして準備を整え、12 時に部屋の
鍵を開ける。 12 時 15 分になったら、出席を確認
してからその日の実験について、実験原理、操作方
法、結果のまとめ方、注意点、トラブルの際の対処
法、廃棄物の処理方法などについて約 1 時間説明す
る(写真 4 )。説明後には質問の時間を設けて、不明
な点などを解消しておく。現在、化学実験は木曜班、
金曜班それぞれ教員 2 名、技術職員 1 名、ティー
チングアシスタント(TA) 3 名で行っている。実験中
は学生たちの間を常に巡回し、気づいた点を指摘し、
また、学生からの質問に対応している(写真 5 )。初
めて扱う実験器具などは何度でも説明を行い、確実
に取扱いできるように心がけている。かつて、本学
で教鞭をとられた永長久彦先生が、｢教育はくり返し
ですなぁ｣とおっしゃっていたことを懐かしく思い
出しながら根気よく説明している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 4. 実験原理や操作方法の説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 5. 実験風景 

写真 3. 準備の様子 
上段左：トングス( 46 個)、上段右：るつぼマッフル( 46
組)、中段左：ガラス製洗瓶用パーツ( 46 組)、中段右：

分析天秤 12 台、下段左：塩酸(各部屋 6 本)、 
下段右：廃液用ポリタンク(各部屋 1 個) 
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